
小山市には渡良瀬遊水地や間々田八
幡宮等の自然や歴史、市立博物館や
ヨシズ産業等の民俗や文化がたくさ
ん詰まっており、まさに「小さな自
慢が山ほどある」地域です。
私たちは、地域で育む「おやまっ子」
がのびのび活動し、小山市の特徴を
凝縮した地域の拠点となるような

「小さな自慢が山ほどある」保育所
を、子どもたちや親御さん、職員、
地域の方々とともにつくります。
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凡例　①子どもたちが生活する場としてふさわしく、安心で快適な空間　②地域に開かれた子育て支援施設　③保育士等職員が働きやすい環境整備　④地球環境への配慮　⑤実施手順及び工程計画（設計プロセス）

①②④ ①②④

S=1/2,000

・間々田のヨシ・ヨシズ

じゃがまいた
蛇体を担ぐ子どもたち

みんなが集う
保育所の大屋根

昆虫

野鳥

植物

エディブル
ガーデン

バグホテル

マルシェ
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蚕飼育
組紐
体験

季節の行事

こども蛇まつり

ヨシズ編み
ヨシ刈り

体験

染物
体験

魚

・渡良瀬遊水地＜自然環境＞

野菜直売

おやま花フェスタ

・道の駅思川＋地域農家＜地域農園＞

養蚕

糸つむぎ

間々田ひも

組紐

・糸つむぎのさと＜養蚕業＞

・間々田ひも店＜絹織物業＞

じゃがまいた

七五三

・間々田八幡宮＜伝統行事＞

夏祭り

ヨシズ編み

・わたらせ自然ミュージアム
　ヨシ生産農家＜ヨシズ産業＞

ヨシ刈り

草木染め

蛇がくねったような伸びやかな全体配置計画

渡良瀬遊水地内のヨシズを用
い、地域産業文化を子どもた
ちに伝えるとともに、昨今の
猛暑への対策として日影空間
をつくります。

・地産木材に触れる木質化
構造材には県産材の杉材を用
い、内装壁材にも県産杉板材
を用いることで、子どもたち
が地産木材に触れながら育ち
ます。天井や床にも、吸音木
質板やクッション性のある木
質フローリングを用います。

小山市には、間々田のじゃがまいたや渡良瀬遊水地を始めとする、歴史・文化・民俗・自然・
産業他、様々な地域的特徴があり、地元を自慢できる「おやまっ子」を育む保育所とは、
そのような地域的特徴と密接に連携し、地域全体で子どもを育てる保育所であると考え
ます。また地域の活動やイベントを受け入れる開かれた保育所とすることで、子どもた
ちだけでなく、地域の老若男女が集い、多世代かつインクルーシブな地域交流が生まれる、

「多世代地域交流センター」のような保育所を目指します。

蛇が体をくねらせたような配置計画とするこ
とで、みんなのデッキが光溜まりとなり、ラ
ンチルームや保育室へ南側から太陽光を採り
入れるとともに、東側道路の車の往来から園
庭を守ります。そして駐車場中央には屋根を
設け、雨天の園児送り迎えや、地域のイベン
ト時に役立つ場となります。また地域農園と
子ども菜園を近接させる等、周辺環境との関
係性を理解した外部余白の残し方とします。
さらに建物外周の軒先は平屋住宅程度の高さ
とし、周辺に配慮した計画としています。

小山市の工業・産業団地と連携する等、最大限かつ適正に小山市内で保育所の建築材料
を調達し、骨組みとなる木材は県産材の杉を用いたり（製材は小山市で）、地域のヨシ文
化を活かした「ヨシズ」による園庭の日影ひろばをつくる等、おやまっ子を育む保育所
は小山の地の物でつくる「身土不二」の考えを展開します。こうした Made in Oyama の
保育所は、地域の方々や子どもたちにとって愛着深く、卒園しても地元から離れても、
いつでも原風景に立ち返れる「心の拠り所となる保育所」となります。

□地域で育み、地域を取り込む地域包括的な保育所 □地域でつくり、地域の文化・産業を受け継ぐ「身土不二」の保育所
■地域で育み、地域でつくる、みんなの保育所

□自由に使いこなせる選択性のある平面計画　
■子どもたちの原風景を紡ぐ「多様性」の保育所

間々田の地元で受け継がれてきた重要無形民
俗文化財である「間々田のじゃがまいた」は、
地域の子どもたちが中心になって担ぐ文化が
あることから、新しい間々田の保育所に適し
たモチーフであると考えます。緩やかな曲線
を描く保育所を龍頭蛇体の巨大な蛇に見立て、
その中を子どもたちが走り回ったり本を読ん
だり、お昼寝をしたりごはんを食べたり。そ
うした活動とともに、子どもたちの「ジャー
ガマイタ、ジャガマイタ」という元気な声が
聞こえてくるような保育所です。

保育室は横並びとして年齢毎の保育に加え、
異年齢間の遊びを積極的に採り入れます。ま
たランチルームが、保育室とみんなのデッキ
の間に位置し、ランチを食べたり遊んだり、
外の延長になったり、子どもたちの自由な活
動の受け皿となります。さらにみんなのデッ
キは園庭と室内との中間領域的役目を果た
し、子どもたちが考えて使う場所となります。

現代は多様性の時代です。様々な問題を抱え
た子どもや、障がい児、医療的ケア児を受け
入れるための設備と空間を設けるとともに、
この場所で育つ全ての子どもたちが、虫や花
や野菜等と一緒に暮らすことで、生物と一緒
に生きる、愛でる、収穫するといった体験を
通して、多様性を学ぶ保育所とします。

■「間々田のじゃがまいた」の蛇づくり

■子ども、大人、地域のための配置計画

□インクルーシブで生物多様な保育所

子どもは遊びの天才と言われているように、
様々に空間を知覚します。保育所の中にもそ
れぞれ高い低いがあることで、考えながら空
間を使いこなし、自発性を育みます。

□S,M,L,XL の断面計画

①②
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No.1/3



S=1/400
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■様々な意見を採り入れられる柔軟な平面構成
ランチルームや乳児プレイルームを移動空間として、保育室や
職員室等の諸室が取り付く平面構成としていることで、職員や
利用者の方々との打合せやワークショップを通じて、実情に応
じた諸室配置の変更が容易に可能となります。

夕方以降、子どもの人数が減った際には
使用するゾーンを限定することで、保育
士の目が届き易く、管理人員の削減が図
れます。また空調や電気設備も使用ゾー
ンのみの運用とすることで、ランニング
コストも低減します。

メインエントランスと西側通路はキャノ
ピーを介して通り抜けができ、保育室や
ランチルームは間仕切りでクローズする
ことで、園庭とみんなのデッキが地域と
つながり、様々な地域イベントに利用で
きます。またクローズする箇所を変える
ことで、適宜室内も利用できます。

■様々な運用方法による最適化

■子どもも大人もみんなが使いやすい計画

子どもの送迎、特に朝は混雑します。
そのため東側のエントランスポーチや
駐輪場、一時的なベビーカー置場の奥
行や間口を確保し、混雑を緩和しなが
ら道路側への圧迫感を軽減します。

□朝混雑を緩和する奥行あるポーチ

全体が湾曲した平面によって見通しが
よく、保育士がどこにいても全ての場
所が把握でき、また職員室を中心部に
配置し、子どもたちが自由に遊びなが
らも保育しやすい環境としています。

□見通しが良く保育しやすい環境

天気の良い日はランチルームをみんな
のデッキに延長して外でランチをした
り、サッシを開け放つことで、保育室
や遊戯室を外と一体的に自由に駆け回
れる大きなスペースにもなります。

□内と外がつながるみんなのデッキ

動線も兼ねたランチルームが描く曲線
の外側に保育室や職員室等が取り付く
ことで、短い動線で効率的に保育や会
議等、様々な管理運営が可能になりま
す。時にはショートカットも可能です。

□短い動線で保育可能

エントランスホールを広く設けること
で、見晴らしが良く、子どもたちの元
気な姿を見ながら朝夕の園児送迎をス
ムーズにします。またスロープを設け、
バリアフリーに対応しています。

□広くバリアフリーなエントランス

□平日夕方以降

□休日（イベント時）

■子ども家具や倉庫、DENが充実した保育室
子どもでも扱える様々な家具や、保育室を仕切る移動家具
によって、子どもたちの机や椅子になったりおもちゃを収
納したり、適切にクラス分けを行ったり絵本の本棚になっ
たり、子どもたちの活動を柔軟に受け止めます。また天井
の低い外壁側にトイレや倉庫といったバックスペースを適
切に設け、また子どもたちの秘密基地となるようなDEN
を設けることで多様な居場所をつくります。

■多様な使われ方の保育室
□0～1歳児保育室
0 ～ 1 歳の保育室は、2～ 5歳とエントラ
ンスホールを挟んで離れた位置とし、落ち
着いた環境をつくります。また保育室前の
広い乳児プレイルームを確保し、一時預か
りや医療的ケア児も受け入れられる設備の
ある懐の深い場所となります。

□2～5歳児保育室
2 ～ 5 歳の保育室を横並びとすることで、
その時の園児数に応じて、部屋の仕切りを
調節して広さを変えられるフレキシブルな
保育室となり、フラットな観点から障がい
児も一緒に保育を行います。また災害時や
イベント時は仕切りとなる移動家具を取り
払い、全ての部屋をつなげたり、ランチルー
ムやみんなのデッキへと拡張することで、
一時的な避難所として利用したり、講演会
が行えるような広いスペースとなります。

調整可

プレイルーム

園児数に応じて
柔軟に対応

ワンルーム利用

縁側利用
保育室

外部利用

玄関

2-5 歳

1歳0歳

低
中

S=1/500

様々な外とつながるランチルームと遊戯室

一時

設備倉庫

子どもたちが自ら場所を選び、日によって遊び方が変わるような、
画一的ではない様々な外の居場所をつくります。今日はこっちの
お庭で遊ぼう、お花に水をあげよう、ひなたぼっこしよう等、子
どもたちの闊達な遊びを受け止めます。

a
b
c
d
e
f
g
h
i
j

k
l
m
n
o

職員WC( 男 )
職員WC( 女 )
更衣室
職員休憩室
医務室
給湯室
相談室
検収室
食品庫
アレルギー用
調理個室
WC
更衣・休憩室
消火栓ポンプ室
発電機室
ゴミ集積場

北側隣地の農
園と親和性を
持った、子ど
もたちの食育
のための菜園

子どもたちがみ
んなで朝顔やパ
ンジー等を育て
る教育の花壇

ランチルーム
にぐるっと囲
まれた、安心
感のある室内
の延長のよう
な屋外デッキ

園庭
子どもたちが駆
け回り、かつ運
動会や地域イベ
ントも可能な、
太陽を一杯に浴
びる南側の広い
園庭

朝夕の送り迎え
の際に、少し立
ち話をしたり準
備をするための
ホワイエ的空間
※間々田北、網
戸保育所のデザ
インをイメージ
したキャノピー

様々な遊具
滑り台やジャングルジム等、
ワークショップを通じてみ
んなで決める様々な遊具

駆け上がったり滑った
り、子どもの健康を育
む緩勾配の子どもの山

地域産業である良質なヨシ
ズを用いた、子どもたちに
とって避暑的な日影空間

市民の発展や融和を意味する小山市
の木「シラカシ」のシンボルツリー
による子どもたちの原風景の創出

収穫して食べられる食育を
兼ねたエディブルガーデン

広い場所だけでなく、低
く小さく狭く、子どもた
ちの遊びを育む秘密基地
のようなDEN

枯枝を並べたり巣箱をつ
くったり、地域の生物多
様性を学ぶ、虫や小動物
が集まるバグホテル

年中、年長の園
児と隔離して、
未満児が安心し
て遊べる管理が
行き届いた芝生
ひろば

①③ ③⑤③④

①②③

①②③

①②③

■子どもたちが自ら選び、遊びを見出す多様な「そと」①
延べ面積：1,578.16 ㎡
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利用者

公共建築
認定こども園
保育園・幼稚園等
設計実績豊富

A社
意匠

意匠
若手で豊富な
経験と受賞歴
多数

B社

デザイン PM チーム
設計チーム

協働 保育所

小山市

発注者

※ PM =
プロジェクト
マネジメント

利
用

整
備

ワークショップ

設計

協議
調整

意
見

P
R

状況・サイズ把握
＝断面決定の短縮

材の確保
=短納期化

森林組合

製材所

プレカット

加工まで
最短で納品

opinion

opinion

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8)

保育園
市民
職員

WS
（ワークショップ)
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設計
WS①

●ままだふるさとまつり
●入所式 ●七夕、夏祭り

●納涼祭
●十五夜

●東口祭り
●十三夜

●ハロウィン

●七五三

●生活発表会
●クリスマス会
●作品展 ●節分

●お正月遊び
●ひな祭り
●お別れ会
●進級式、修了式

●運動会

●曼珠沙華祭り
●プール開き

●蛇祭り
●災害時引渡訓練

●こども蛇まつり
●ままだふるさとまつり
●入所式 ●七夕、夏祭り
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●十五夜
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●ハロウィン

●七五三

●生活発表会
●クリスマス会
●作品展 ●節分

●お正月遊び
●ひな祭り
●お別れ会
●進級式
●修了式

●運動会

●曼珠沙華祭り
●プール開き

●蛇祭り
●災害時引渡訓練

●こども蛇まつり

家具
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設計図書
概略工程表 調整協議

60条
制限解除

現場定例2回/月程度

省エネ法提出
景観条例届出

地質調査
工事監理

・建築
・消防
・省エネ法
・開発

与条件整理
(配置,諸室,運営形態,仕上げ,設備)

事前協議(確認申請・開発行為)

設計
WS②

ヨシ刈り
WS

家具
WS②

設計
WS③

C社

構造
D社

機械
E社

電気

F社

積算
G社

外構

協力事務所

-2～3℃

みんなの
デッキ

子ども花壇

太陽光

発電機

屋内消火栓

蓄電池

イベント時の蓄電池利用

炊出等

本部

搬入等

災害時

平常時の運用

♪

発電機

一時
避難所

一時
避難所

緩やかに囲まれながら開放感のある、ドライミストで涼しいみんなのデッキ 平常時、災害時、イベント時、様々に使われる広い外部空間 園児送迎がスムーズに行える広いスペースと深い軒のエントランスポーチ ヨシズひろばと子どもの山の日影空間

木取イメージ 軸組イメージ

柱・梁材

小断面材
家具等への利用

端材（チップ）
（人工木デッキとして利用）

6ｍ以下 6ｍ以下

6ｍ以下
6ｍ以下

トラスによって
梁の負担を減らす

ドライミストをみんなのデッキの軒下に設けるこ
とで、周辺温度より 2 ～ 3℃下がり、猛暑を緩和
して過ごしやすい場所をつくります。また涼しい
みんなのデッキを通して通風をとることで、空調
負荷を抑えてランニングコストを低減します。

30kw の太陽光発電を南側屋根面に設置し、年間 30 万円程度の電気代を節約
します。また発電状況を見える化することで、子どもたちの教育に用います。

内側と外側の大屋根が支え合い安心感
のある合理的な構造としながら、子ど
もたちの心の原風景に残るような美し
い放射状架構を組みます。ランチルー
ムは放射状木梁を表し、子どもたちが
建物から学ぶ木の教材にもなります。

外壁や屋根、軒裏には高耐久性、耐
候性の素材を用い、深い軒によって
雨や直射光による外壁劣化を防ぎま
す。またデッキは人工木を用いてメ
ンテナンスフリーとし、園庭は真砂
土を改良した団粒構造土により、保
水性・透水性・水はけを良くします。
こうして全体を高いメンテナンス性
で覆い、維持管理を容易にします。

様々な環境技術、自然エネルギーの活用により、従来の保育所に比べて一次エ
ネルギー消費量を 50％削減し、ZEB Ready を達成します。

部材の最大長を 6ｍ程度とし、運びやすく組み立
てやすく、人員を削減してコストを抑えるととも
に、施工時の CO2 排出量も減らします。さらに
解体しやすく、再利用しやすいことで、解体後は
部材を他施設や住宅に転用したり、家具や什器に
加工します。また木造平屋として建物を軽くする
ことで、杭や地盤改良をなくしてコストを抑える
とともに、敷地を再利用しやすくします。

心材を柱や梁に用いるのはもちろん、小断面部材
は間柱や垂木、筋交い、家具等に用いて、一本の
丸太を余すことなく使います。また端材をチップ
化して固めることで、木デッキ材に用います。

□ZEB Ready を達成する気候風土を活かしたエコな保育所

・夏期

□ドライミストによる微気候の調整

□太陽光発電によるランニングコストの削減と見える化

□ポータブル蓄電池による災害時への対応

□バックアップ電源

太陽光発電で発電した電気を「ポータブル蓄電池」
に蓄電し、発電機とともに災害時に用います。ま
たポータブル蓄電池は平常時にも、例えば園庭で
電源を使う際などに用いることができます。

屋内消火栓のポンプを動かすための発電機は災害
時にも利用でき、バックアップ電源として用いま
す。これにより避難場所として利用できる遊戯室
や事務室等で照明・コンセント・一部冷暖房も利
用できる状態を確保し、ポータブル蓄電池と合わ
せて 48 時間継続運用できる計画とします。

屋根に降った雨を雨水貯留タンクにため、見える
化して散水等に用いることでランニングコストを
低減するとともに、子どもの教育用にも用います。

□子どもたちの原風景をつくり出す
　合理的な 2 枚屋根の放射状架構

□施設解体までを見据えた適切な構造形式の選定

□無駄のない木材利用

・中間期

・冬期

冬期室内環境イメージ

サーキュレーションファンを用い
天井付近にたまった暖気を戻すこと

で空調負荷低減

中間期室内環境イメージ

夏期室内環境イメージ

ヒートポンプ AC

屋根：ガルバリウム鋼板

園庭：改良真砂土に
よる団粒構造土デッキ：人工木

外壁：左官塗壁＋トップコート

軒天：
キシラデコール塗装

深い軒庇

□教材としての雨水貯留タンク

■パッシブ、アクティブ両方をバランス良く融合した設備計画

■ZEB Ready にレジリエンス機能を加えた無駄のない BCP 対応と防災計画

■子どもたちがのびのび育ち、地域循環や SDGｓに寄与する木造平屋の構造計画

凡例
避難動線
3 つのゲート
災害時電源
確保エリア

ヒートポンプ AC により居住域を空調
し、上部の熱溜まりは高窓から排熱し
ます。またドライミストや庇により空
調負荷を下げます。

2 枚屋根の形状を活かし、深い軒による日射取得の制御に加え、高窓による採
光や自然通風等、季節毎に機能するパッシブデザインとします。

空調は用いず自然光と自然通風を取り
入れ、高低差を利用した重力換気によ
り快適な室内環境を実現し、設備機器
に頼らない自然の保育所とします。

南側開口部と高窓から自然光を取り込
みます。また AC に加え、補助暖房には
床暖房を採用し、天井ファンを用いて
居住域を効率的に温めます。

□季節毎に機能するパッシブな断面計画

□災害時の心の拠り所として
広くつながる保育室やランチルームは災
害時の一時的な避難所になります。また
炊出や仮設トイレ等を園庭で展開しなが
ら、子どもたちの不安を解消する普段の
保育所は、地域の心の拠り所となります。

□明快な避難動線
みんなのデッキや園庭にどこからでも出
られることで、一度みんなのデッキに集
まる等、災害時の段階的な避難が容易で
す。また敷地外に避難する際も、3 つの
ゲートを設けて緊急避難に対応します。

従来手法

フロントローディング手法

VE1 VE2

基本設計

初期段階で
重要事項を確定

完成

時間

労
力・成
果

実施設計

□みんなでつくる／無駄のない工程計画

□「みんなでつくる」を意識した地域性のある取り組み方
小山の自然や伝統など地域にある様々な資源を取り込みながら、「地域で育み、
地域でつくる」を意識した本計画では、設計ワークショップのみならず、ヨ
シ刈り・ヨシ灯り・家具・外構ワークショップ等を通して、関わる人の手に
よる「みんなの」保育所、地域拠点とします。

計画初期に課題抽出を徹底して行い、基本設計でなるべく多くの重要事項を
反映させることで、手戻りのない業務に努めます。それにより従来手法に比
べて設計期間を短縮し、正確性を増します。また昨今多発している入札不調
を起こさないためにも、適切な時期に VE 提案を行います。

材料提供側と早期に連携することで、木材の流通状況や部材の適切な使用方
法といった情報を共有し、地域性を加味した構造設計を行うとともに、材料
の安定供給を目的とした調達支援にも努めます。こうした連携が、納期を早
めたりプレカット精度を高める等、工程管理や品質の向上にもつながります。

□フロントローディングと適切な VE 提案

□材料提供側（森林組合等）との早期連携による短工期化や品質の向上

□多様なエキスパートによるチーム体制による適切な設計プロセスの実行
公共建築や認定こども園・保育園・幼稚園建
築設計の実績が豊富な地元設計事務所と、豊
富な経験と技術力を持つ受賞歴多数の若手建
築事務所がデザイン PM チームを組みます。
また確かな技術力と豊富な公共建築や保育園
設計の実績がある様々な専門的な協力事務所
がバックアップする体制とし、小山市や利用
者とタイムリーに協議やワークショップがで
きる体制を常に整え、新しい保育所の確実な
品質を確保します。

■高い品質を確保しながらも、地域とともにつくる設計体制とプロセス■高いメンテナンス性で覆う
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